
教育目標「かしこく たくましく あたたかく」【子どもが自分の成長を実感し、笑顔で過ごす学校】 

 

 

 

 

 

 

 ６月２１日・２２日の両日、分散学習参観を実施しました。今年度は学年ごとではなく、児童数

のバランスを考慮し、地域ごとに参観日を設定しました。４月よりも落ち着いた学習の雰囲気、

そして少し成長した姿を感じていただけたのではないでしょうか。参観で「いいね」「がんばって

いたね」と感じたことをお子さんに直接伝えていただいたことと思います。そういう「価値付け」

を繰り返していくことで、子どもはどんどんエネルギーを蓄えていくことができます。 

 

○ せなみっこは毎朝「S-CAT（エスキャット/瀬波こどもふれあい隊））」の方々に見守られなが

ら登校しています。雨の日も風の日も、暑い日も寒い日も、交通量の多い交差点や危険箇所な

どに立ち、子どもたちの安全を毎日見守っていただいています。安全に歩行し、笑顔で挨拶す

ることが S-CATの方々に感謝の気持ちを伝える姿なのではないかと考えています。 

 

○ ６月初め、匿名の封書が学校に届きました。夫婦で庭の草取りをしていたところ、前を通り

かかった（見ず知らずの）男の子が「こんにちは！がんばってください！」と声を掛けてくれ

たという内容でした。本当に嬉しい気持ちになったことや元気をくれた男の子への感謝などが

綴られていました。心があたたかくなる子どもの姿を教えていただいたことに「感謝」です。 

 

○ ６月中旬、地域の方から学校に連絡がありました。地域内での自転車の乗り方やヘルメット

着用の現状などを丁寧に教えていただきました。万が一を心配されていることが電話口から伝

わり、子どもの安全をたくさんの目で見守っていただていることを改めて感じました。 

 

これらのエピソードだけでも瀬波小学校は地域の大きな力に支えられて歩んでいる（きた）こ

とを強く実感します。あたたかな見守りと確かなつながりがせなみっこの笑顔に結び付いていま

す。たくさんの笑顔は力強いエネルギーとなり、子どもの確かな成長を支えていきます。 
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環境保全「にいがた緑の陣」への協力 ～お笑い芸人さんとゴーヤ植樹～（生活委員会） 

ふるさと村上を学ぶ茶摘み体験（３年） プール清掃に全力投球（６年） 

虫歯予防の意識をアップ（５年） 

エコパークでごみ処理の実際を学ぶ（４年） 

笑顔広がる親子給食試食会（２年） 

なかよしの輪を広げるサイン集め（１年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体力テストで様々な種目に挑戦（１年生の計測は高学年がサポート） 

PTAサポーターにもご協力いただきました！ 

自然とともに 仲間とともに  充実した時間を過ごすことができました 


